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(57)【要約】
【課題】高いダイナミックス及び高い信頼性のもとで、
少しのエネルギ損失しか伴わない消費器の制御を可能に
する。
【解決手段】ポンプ（２）は圧送体積を液圧により調整
可能なポンプとして形成されており、ポンプ（２）の圧
送体積調節装置（１０）は、圧送体積を高める方向で継
続的に設定装置（３３ａ；３３ｂ）によって負荷されて
おり、且つ余分に圧送されたポンプ（２）の圧送体積を
検知する液圧戻し信号に基づき、圧送体積を減じる方向
で調節可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの消費器に供給するために設けられている、圧送体積を調整可能なポン
プを備えた流体静力学的な駆動システムにおいて、
　ポンプ（２）は、圧送体積を液圧式に調整可能なポンプとして形成されており、ポンプ
（２）の圧送体積調節装置（１０）は、圧送体積を高める方向で継続的に設定装置（３３
ａ；３３ｂ）によって負荷されており、且つ余分に圧送されたポンプ（２）の圧送体積を
検知する液圧戻し信号に基づき、圧送体積を減じる方向で調節可能であることを特徴とす
る、流体静力学的な駆動システム。
【請求項２】
　ポンプ（２）がオープンループ内で運転されている請求項１記載の流体静力学的な駆動
システムにおいて、余分に圧送されたポンプ（２）の体積流を検知するために循環圧力天
びん（２０）が設けられており、該循環圧力天びん（２０）は、ポンプ（２）の圧送管路
（５）を容器（４）に結合する分岐管路（２４）内に配置されており、循環圧力天びん（
２０）は、圧送管路（５）と容器（４）との接続を遮断する遮断位置（２０ａ）の方向に
、制御される消費器（６）の最大の負荷圧及びばね（２１）によって負荷されており、且
つ循環圧力天びん（２０）は、圧送管路（５）を容器（４）に接続する通流位置（２０ｂ
）の方向に、ポンプ（２）の圧送圧によって負荷されていることを特徴とする、請求項１
記載の流体静力学的な駆動システム。
【請求項３】
　分岐管路（２４）内で循環圧力天びん（２０）の下流側に絞り装置（３０）が配置され
ており、前記液圧戻し信号は循環圧力天びん（２０）と絞り装置（３０）との間において
読み取られる動圧信号として形成されていることを特徴とする、請求項２記載の流体静力
学的な駆動システム。
【請求項４】
　ポンプ（２）の圧送体積調節装置（１０）は調節ピストン装置（１１）を有しており、
該調節ピストン装置（１１）はポンプ（２）の圧送体積調節部材（１９）に作用結合して
おり、設定装置（３３ａ）は圧送体積調節部材（１９）、特に調節ピストン装置（１１）
を、圧送体積を高める方向で継続的に負荷するばね（１４）によって形成されている、且
つ／又は設定装置（３３ｂ）は圧送体積を高める方向で継続的に負荷する調節圧によって
形成されていることを特徴とする、請求項１から３までのいずれか一項記載の流体静力学
的な駆動システム。
【請求項５】
　調節圧を案内する調節圧管路（３５）はポンプ（２）の圧送管路（５）及び／又は制御
圧源（１８）に接続されており、調節圧管路（３５）は圧送体積を高める方向で作用する
、調節ピストン装置（１１）の制御圧室（１５ａ）に案内されていることを特徴とする、
請求項４記載の流体静力学的な駆動システム。
【請求項６】
　調節圧管路（３５）は選択弁装置（３６）、特に切換弁に出口側で接続されており、選
択弁装置（３６）は、制御圧源（１８）の制御圧管路（３７）とポンプ（２）の圧送管路
（５）から分岐している分岐管路（３８）とに入口側で接続していることを特徴とする、
請求項４又は５記載の流体静力学的な駆動システム。
【請求項７】
　液圧戻し信号は調節ピストン装置（１１）に案内されていることを特徴とする、請求項
１から６までのいずれか一項記載の流体静力学的な駆動システム。
【請求項８】
　循環圧力天びん（２０）と絞り装置（３０）との間の分岐管路（２４）から分岐してい
る戻し信号管路（３１）は、圧送体積を減じる方向で作用する、調節ピストン装置（１１
）の制御圧室（１５ｂ）に案内されていることを特徴とする、請求項７記載の流体静力学
的な駆動システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの消費器への供給のために設けられている、圧送体積を調整
可能なポンプを備えた流体静力学的な駆動システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の駆動システムにおいては、ポンプの圧送体積は消費器によって要求された体積
流要求に調整される。消費器が制御弁によって制御されている場合、消費器はこれにより
制御弁に規定された運動速度で僅かなエネルギ損失において運転することができる。
【０００３】
　ポンプがオープンループで運転されていて、消費器の制御のために制御弁が設けられて
いるロードセンシング駆動システムでは、ポンプの圧送体積は制御される消費器の最大の
負荷圧及び制御圧差によって制御されている。１つ又は複数の制御弁の制御時に、制御弁
では各々、規定の開口横断面が調節される。ポンプの圧送圧は、制御される消費器の最大
の負荷圧よりも制御圧差だけ高くなるまで、制御ポンプとして形成されたポンプは、制御
される消費器の生じる最大の負荷圧により、圧送体積の増大の方向で調整される。これに
より制御弁の適切な開口横断面により制御される消費器が要求する、必要な体積流量はポ
ンプによって搬送される、ということがもたらされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、制御される消費器の最大の負荷圧に関連したポンプの圧送体積の制御に基づい
て、ポンプの圧送体積制御の遅延した応答挙動、ひいては対応する制御弁の制御による運
動の導入と、消費器の発生する運動開始時との間の認識可能な遅延がもたらされる。なぜ
ならばポンプを制御する負荷圧は、制御弁が開放位置に負荷されて初めて形成されるから
である。このことはオペレータには駆動システムの低いダイナミックスとして感知される
。消費器が、消費器の運動をサポートする負圧もしくは引っ張る負荷によって負荷を掛け
られている場合、制御弁の操作後に更にポンプの圧送管路内の圧力降下が発生する。圧力
降下はポンプの圧送体積の制御時に更なる遅延、ひいてはポンプの圧送体積制御の更に遅
延した応答挙動、ひいては駆動システムの低いダイナミックスに繋がる。
【０００５】
　本発明の課題は、冒頭で述べた流体静力学的な駆動システムを改良して、高いダイナミ
ックス及び高い信頼性のもとで、少しのエネルギ損失しか伴わない消費器の制御を可能に
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を達成するために、本発明に係る流体静力学的な駆動システムは、ポンプは圧
送体積を液圧により調整可能なポンプとして形成されており、ポンプの圧送体積調節装置
は、圧送体積を高める方向で継続的に設定装置によって負荷されており、且つ余分に圧送
されたポンプの圧送体積を検知する液圧戻し信号に基づき、圧送体積を減じる方向で調節
可能であるようになっている。
【０００７】
　好ましくは、余分に圧送されたポンプの体積流を検知するために循環圧力天びんが設け
られており、循環圧力天びんは、ポンプの圧送管路を容器に結合する分岐管路内に配置さ
れており、循環圧力天びんは、圧送管路と容器との接続を遮断する遮断位置の方向に、制
御される消費器の最大の負荷圧及びばねによって負荷されており、且つ循環圧力天びんは
、圧送管路を容器に接続する通流位置の方向に、ポンプの圧送圧によって負荷されている
ことを特徴とする。
【０００８】
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　好ましくは、分岐管路内で循環圧力天びんの下流側に絞り装置が配置されており、前記
液圧戻し信号は循環圧力天びんと絞り装置との間において読み取られる動圧信号として形
成されていることを特徴とする。
【０００９】
　好ましくは、ポンプの圧送体積調節装置は調節ピストン装置を有しており、該調節ピス
トン装置はポンプの圧送体積調節部材に作用結合しており、設定装置は圧送体積調節部材
、特に調節ピストン装置を、圧送体積を高める方向で継続的に負荷するばねによって形成
されている、且つ／又は設定装置は圧送体積を高める方向で継続的に負荷する調節圧によ
って形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　好ましくは、調節圧を案内する調節圧管路はポンプの圧送管路及び／又は制御圧源に接
続されており、調節圧管路は圧送体積を高める方向で作用する、調節ピストン装置の制御
圧室に案内されていることを特徴とする。
【００１１】
　好ましくは、調節圧管路は選択弁装置、特に切換弁に出口側で接続されており、選択弁
装置は、制御圧源の制御圧管路とポンプの圧送管路から分岐している分岐管路とに入口側
で接続していることを特徴とする。
【００１２】
　好ましくは、液圧戻し信号は調節ピストン装置に案内されていることを特徴とする。
【００１３】
　好ましくは、循環圧力天びんと絞り装置との間の分岐管路から分岐している戻し信号管
路は、圧送体積を減じる方向で作用する、調節ピストン装置の制御圧室に案内されている
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば簡単に構成された調整ポンプとして形成されているポンプの圧送体積調
節装置は、設定装置に基づき圧送体積を高める方向で絶えず負荷され、ポンプの余分に圧
送された体積流を検知する液圧戻し信号に基づき、圧送体積を減じる方向で戻り旋回し、
ひいては制御される消費器によって要求された必要な体積流量に制御される。これにより
ポンプ量制御の改善された応答挙動、ひいては駆動システムの高い動特性がもたらされる
。なぜならばポンプの圧送体積制御のために使用される設定装置は、消費器の操作前に使
用され、ひいてはポンプは消費器の操作前又は消費器の操作と同時に圧送体積を高める方
向で調整することができるからである。ポンプを消費器によって要求される必要な体積流
量に合わせて制御し、ひいては損失を減じるために、液圧戻し信号を使用することにより
、本発明に係る駆動システムでは不具合を起こしやすいセンサは必要ではない。センサは
本発明に係る駆動システムの車両又は自走式の作動機械での使用時に、高い故障可能性を
有している。従って全体的に、改良された応答挙動を有するポンプ制御に基づく本発明に
係る駆動システムは、高いダイナミックスと、液圧戻し信号に基づき低い故障可能性を持
ち高い信頼性を有している。更にポンプは小さな構成手間を備えた簡単な構造を有してい
る。なぜならばポンプの圧送体積調節装置の負荷は、設定装置と圧送量制御のための液圧
戻し信号とにより、手間のかかる電気的又は液圧式の調節弁もしくは制御弁と、旋回角フ
ィードバックのための装置とは必要ないからである。
【００１５】
　本発明の有利な構成によれば、ポンプはオープンループにおいて運転されており、余分
に圧送されたポンプの体積流の検知のために、循環圧力天びんが設けられている。循環圧
力天びんはポンプの圧送管路を容器に接続する分岐管路内に配置されている。循環圧力天
びんは圧送管路と容器との接続を遮断する遮断位置の方向に、制御される消費器の最大の
負荷圧及びばねによって負荷されており、圧送管路を容器に接続する通流位置の方向に、
ポンプの圧送圧によって負荷されている。この種の、ポンプの圧送管路に対応配置されて
いる循環圧力天びんによって、制御される消費器の必要な体積流量を超過する、ひいては
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余分に圧送されるポンプの体積流は、消費器が適切な制御弁により操作可能であるオープ
ンループにおける駆動システムの場合、簡単に検知でき且つ容器に案内できる。
【００１６】
　本発明の別の有利な構成によれば、分岐管路内には循環圧力天びんの下流側に絞り装置
が配置されていて、液圧戻し信号が循環圧力天びんと絞り装置との間で読み取られる動圧
信号として形成されていると、特に有利である。循環圧力天びんによって簡単に、余分に
圧送された体積流は検知され、絞り装置によって体積流に基づく液圧的な動圧を形成する
ことができる。動圧は液圧戻し信号として、オープンループにおいて運転されるポンプの
要求量制御のために使用することができる。
【００１７】
　本発明の更に別の有利な構成によれば、ポンプの圧送体積調節装置は調節ピストン装置
を有している。調節ピストン装置はポンプの圧送体積調節部材に作用結合している。設定
装置は、圧送体積調節部材、特に調節ピストン装置が、圧送体積を高める方向で継続的に
負荷するばねによって形成されている、且つ／又は設定装置は、調節ピストン装置を圧送
体積を高める方向で継続的に負荷する調節圧によって形成されている。この種の機械－液
圧式の調整ポンプは、駆動システムの高いダイナミックスを可能にし、圧送量制御のため
にコストのかかる電気的又は液圧式の調節弁もしくは制御弁を必要とせず、従って構成的
に僅かな手間しかかからない簡単な構造を有している。調整ポンプの圧送体積調節装置は
、ばね及び／又は液圧式の調節圧によって圧送量を高める方向で継続的に負荷されており
、余分に圧送されたポンプの圧送量に基づく液圧の戻し信号によって、制御される消費器
が要求する必要量に合わせて戻り旋回する。
【００１８】
　圧送体積を高める方向で作用する、調節ピストン装置の制御圧室に通じている調節圧を
案内する調節圧管路は、ポンプの圧送管路及び／又は制御圧源に接続されていてよい。こ
れによって、圧送体積を高める方向で継続的にポンプを負荷する調節圧が提供される。例
え負圧によって負荷された消費器の制御時にポンプの圧送圧が低下することになっても、
ばね及び制御圧源の調節圧により、圧送体積を高める方向でのポンプの外方旋回時に高い
ダイナミックスを保証することができる。
【００１９】
　調節圧管路が選択弁装置、特に切換弁に出口側で接続されていて、制御圧源の制御圧管
路と、ポンプの圧送管路から分岐している分岐管路に入口側で結合している場合、ポンプ
の圧送圧と制御圧源の調節圧とによる調節ピストン装置の負荷は、本発明の更に別の有利
な構成により簡単に達成することができる。
【００２０】
　液圧戻し信号は、本発明の更に別の構成によれば、調節ピストン装置に案内されている
。調節ピストン装置への戻し信号のこの種の直接的な戻し案内、ひいては液圧戻し信号に
よる調節ピストン装置の直接的な負荷は、構成手間が僅かである特に機械－液圧式の調整
ポンプにおいては、消費器によって要求された圧送体積へのポンプの戻し旋回を可能にす
る。
【００２１】
　更に本発明の更に別の構成によれば、循環圧力天びんと絞り装置との間の分岐管路から
分岐している戻し信号管路は、圧送体積を減じる方向で作用する調節ピストン装置の制御
圧室に案内されている。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る駆動システムの回路を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
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　図面には本発明に係る駆動システムの回路図が示されている。
【００２５】
　図１記載の本発明に係る駆動システム１は、圧送体積を調整可能なポンプ２を有してい
る。ポンプ２はオープンループ内で運転されている。ポンプ２は管路３を介して容器４に
結合しており、圧送管路５において圧送する。１つ又は複数の消費器６の制御のために、
それぞれ制御弁７が設けられている。制御弁７は中間位置における絞り作用を有する方向
制御弁として構成されている。制御弁７は圧送管路５と、容器管路９と、消費器６に案内
されている圧力媒体管路８ａ，８ｂとに接続されている。制御弁７の操作時には、制御弁
７は消費器６に案内されている圧力媒体管路８ａ，８ｂと圧送管路５及び容器管路９との
結合を制御し、制御信号に基づき、圧送管路５から圧力媒体管路８ａもしくは８ｂへの規
定の開口横断面を解放する。
【００２６】
　ポンプ２は液圧式に調整可能な調整ポンプとして形成されている。調整ポンプの圧送体
積は圧送体積調節装置１０によって調節可能である。更に調節ピストン装置１１が設けら
れている。調節ピストン装置１１は調節シリンダ１２内に配置された調節ピストン１３を
有している。調節ピストン１３は圧送体積調節装置１０の圧送体積調節部材１９、例えば
傾きを調整可能な斜板に作用結合している。
【００２７】
　調節ピストン装置１１の調節ピストン１３は、ばね１４として形成されている設定装置
３３ａによって、圧送体積が高まる方向で継続的に負荷可能である。
【００２８】
　ばね１４に対して付加的に又は択一的に、調節ピストン装置１１の調節ピストン１３は
、設定装置３３ｂが形成する調節圧によって圧送体積が高まる方向で負荷をかけられてい
てよい。更に圧送体積が高まる方向で作用する、調節ピストン装置１１の制御圧室１５ａ
に調節圧管路３５は案内されている。制御圧室１５ａ内には同様にばね１４が配置されて
いる。調節圧管路３５は制御圧源１８、例えば駆動システムの供給ポンプ又は制御圧ポン
プ、及び／又はポンプ２の圧送管路５に結合することができる。図示の実施の形態のよう
に、制御圧管路３５はポンプ２の圧送管路５と制御圧源１８とに結合している場合、例え
ば切換弁として形成されている選択弁装置３６を設けることができる。選択弁装置３６は
制御圧源１８の制御圧管路３７と、ポンプ２の圧送管路５から分岐している分岐管路３８
とに入口側で結合しており、調節圧管路３５に出口側で接続されている。
【００２９】
　圧送管路５を容器管路９、ひいては容器４に結合する分岐管路２４内に、循環圧力天び
ん（Ｕｍｌａｕｆｄｒｕｃｋｗａａｇｅ）２０が配置されている。循環圧力天びん２０は
圧送管路５と容器４との接続を遮断する遮断位置２０ａの方向で、制御される消費器及び
ばね２１の最高の負荷圧によって負荷されており、圧送管路５を容器４に接続する通流位
置２０ｂの方向で、ポンプ２の圧送圧によって負荷されている。更に遮断位置２０ａの方
向で作用する、循環圧力天びん２０の制御面に、制御される消費器６の最大の負荷圧を導
く負荷圧感応管路（Ｌａｓｔｄｒｕｃｋｍｅｌｄｅｌｅｉｔｕｎｇ）２２が接続されてい
る。貫流個所２０ｂの方向で作用する、循環圧力天びん２０の制御面に、圧送管路５から
分岐している圧送分岐管路２３が接続されている。
【００３０】
　分岐管路２４では、循環圧力天びん２０と容器管路９との間、ひいては循環圧力天びん
２０の下流側に、絞り装置３０、例えばオリフィス板が配置されている。絞り装置３０に
よって液圧式の戻し信号がポンプ２の圧送体積制御のために形成可能である。更に循環圧
力天びん２０と絞り装置３０との間の分岐管路２４に、戻し信号管路３１が接続されてい
る。戻し信号管路３１によって循環圧力天びん２０と絞り装置３０との間で、液圧戻し信
号として動圧信号が取り出される。戻し信号管路３１は、圧送体積を減じる方向で作用す
る調節ピストン装置１１の制御圧室１５ｂに案内されている。
【００３１】
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　制御弁７の制御のために電子的な制御装置２５が設けられている。制御装置２５は設定
装置２６、例えばジョイスティックに入力側で作用接続している。制御弁７は、制御弁７
の操作のために適した電気的な操作装置７ａ，７ｂ、例えば磁石を有している。操作装置
７ａ，７ｂは制御装置２５に出力側で接続している。電気的な操作装置７ａ，７ｂの代わ
りに、制御弁７が同様に液圧式に負荷されていてよい。制御弁７を負荷する制御圧の製造
のために、電気的に制御可能な制御圧弁が設けられていてよい。制御圧弁は制御装置２５
に出力側で接続している。更に制御弁７の機械的な制御が可能である。
【００３２】
　従って図１の機械的に液圧式の調整ポンプは、ばね１４として形成されている設定装置
３３ａ及び／又は調節圧管路３５内に溜まっている調節圧、ひいては設定装置３３ｂによ
って圧送体積が高められる方向で継続的に負荷される。ポンプ２の体積流が、制御される
消費器６によって要求された体積流を超える場合、循環圧力天びん２０は圧送圧分岐管路
２３内に溜まっているポンプ２の圧送圧によって、ばね２１の力、負荷圧伝達管路２２内
に溜まっている、制御される消費器６の最大の負荷圧に抗して貫流個所２０ｂの方向で負
荷される。その結果、制御される消費器６の必要な体積流量を高め、ひいては余分に圧送
されたポンプ２の体積流は容器４に案内される。絞り装置３０において体積流に基づく動
圧が形成される。動圧は液圧戻し信号として戻し信号管路３１内に溜まっている。従って
循環圧力天びん２０によって、制御される消費器６の必要な量を超過する、ひいては余分
に圧送されたポンプ２の体積流を簡単に検知でき、絞り装置３０に関して、余分に圧送さ
れたポンプ２の体積流に基づき、体積流に基づいた動圧として形成されている液圧戻し信
号を戻し信号管路３１内で形成することができる。戻し信号管路３１内に溜まっている、
余分に圧送されたポンプ２の体積流を検知する液圧戻し信号は、ポンプ２を圧送体積が減
じられる方向で負荷する。これによりポンプ２の圧送体積は、制御される消費器６が要求
する必要な体積流量に調節される。
【００３３】
　本発明に係る駆動システムは以下のように作動する。
【００３４】
　制御弁７が制御されていない場合、ポンプ２はばね１４、もしくは調節圧管路３５内に
溜まっている調節圧によって、圧送体積を高める方向で負荷されている。循環圧力天びん
２０は、圧送管路５内に溜まっているポンプ２の圧送圧によって、ばね２１に抗して貫流
個所２０ｂへと負荷される。その結果、絞り装置３０の上流側で体積流に基づいた動圧信
号が形成される。動圧信号は、戻し信号管路３１を介して圧送体積が減じられる方向でポ
ンプ２を負荷するので、ポンプ２は最小限の圧送体積の方向で負荷されている。
【００３５】
　消費器６の制御、ひいては制御弁７の操作時に循環圧力天びん２０は、負荷圧管路２２
内に溜まっている消費器６の負荷圧により遮断位置２０ａの方向で負荷される。その結果
、戻し信号は戻し信号管路３１内で減少し、ポンプ２はばね１４もしくは調節圧管路３５
内に溜まっている調節圧により、圧送体積を高める方向で振り出される（ａｕｓｓｃｈｗ
ｅｎｋｅｎ）。ポンプ２が制御される消費器６の必要量を越える体積流を圧送する場合、
循環圧力天びん２０は、消費器６が制御された場合、貫流個所２０ｂの方向に再び負荷さ
れる。戻し信号管路３１を介して、余分に圧送されたポンプ２の体積流を検知する、動圧
信号として形成された液圧戻し信号が形成される。戻し信号はポンプ２を体積流を減じる
方向で振り戻される（ｚｕｒｕｅｃｋｓｃｈｗｅｎｋｅｎ）。これによりポンプ２の圧送
量は簡単に制御される消費器６の要求に適合させられる。
【００３６】
　従って、例えば消費器６の操作のための制御弁７の制御、及び遮断位置２０ａの方向で
の循環圧力天びん２０の適切な操作に基づき、液圧戻し信号が戻し信号管路３１内で低下
する場合、圧送体積を高める方向でポンプ２は常に振り出される。これにより駆動システ
ム１の高いダイナミックス（Ｄｙｎａｍｉｋ）が得られる。ばね１４及び／又は調節圧管
路３５内に溜まっている調節圧、及び圧送体積を高める方向でのポンプ２の継続的な負荷
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定装置２６の操作、ひいては特に消費器が負圧によって負荷されている場合の消費器６の
運動の導入と、消費器６の発生する運動開始時との間には、感じられるような時間遅延は
起こり得ないからである。
【００３７】
　戻し信号管路３１内に溜まっている液圧式で、動圧信号として形成された戻し信号によ
って、ポンプは余分に且つ消費器６が要求した量を超過する体積流に基づき、消費器６に
よって要求された圧送流に調節される。本発明に係る駆動システムの調整ポンプとして形
成されたポンプ２は、液圧式の又は電気的な制御弁／調整弁、及び圧送体積調節装置１０
の旋回角度に対応している戻し感応装置を有している。これによりポンプ２の振出し挙動
は、例えば正確でない電気的な調節信号といった、電気的な影響に左右されない。更にポ
ンプ２は高いダイナミックスを有している。なぜならばばね１４及び調節圧管路３５内に
溜まっている制御ポンプ１８の制御圧により、例えば消費器２における負圧のためにポン
プ２の圧送圧が消滅しつつある場合でも、圧送体積を高める方向でポンプ２は振り出され
るからである。
【００３８】
　本発明に係る駆動システム１は、ポンプ制御、ひいてはポンプ２の圧送体積調節の高い
ダイナミックスを有している。循環圧力天びん２０と絞り装置３０とによって形成された
液圧戻し信号により、簡単に構成された調整ポンプとして形成されているポンプ２の圧送
体積の、制御される消費器６によって要求される必要な体積流量への正確な制御のために
、センサは必要とならない。これにより本発明に係る駆動システム１の故障する可能性は
僅かであり、駆動システム１は高い信頼性を有している。
【００３９】
　従って車両、例えば自走式の作業機械、特に掘削機又は牧草搬送器において本発明に係
る駆動システムを使用する場合、確実な駆動システムを提供することができる。更に駆動
システムによって処理出力を高めることができる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　駆動システム、　２　ポンプ、　３　管路、　４　容器、　５　圧送管路、　６　
消費器、　７　制御弁、　７ａ，７ｂ　操作装置、　８ａ，８ｂ　圧力媒体管路、　９　
容器管路、　１０　圧送体積調節装置、　１１　調節ピストン装置、　１２　調節シリン
ダ、　１３　調節ピストン、　１４　ばね、　１５ａ，１５ｂ　制御圧室、　１７　制御
圧管路、　１８　制御圧源、　１９　圧送体積調節部材、　２０　循環圧力天びん、　２
０ａ　遮断位置、　２０ｂ　通流位置、　２１　ばね、　２２　負荷圧感応管路、　２３
　圧送分岐管路、　２４　分岐管路、　２５　制御装置、　２６　設定装置、　３０　絞
り装置、　３１　戻し信号管路、　３３ａ，３３ｂ　設定装置、　３５　調節圧管路、　
３６　選択弁装置、　３７　制御圧管路、　３８　分岐管路
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